なら 自分で 行きたい くらいに 思 つ て いるんで すから 

ね」 

「 …… ホ …… ホン トに …… 行く のです」 

青年の 瞳が 熱意に 輝いた。 

眉 香 子の 眼 も 同じ 程度の 熱意 を 輝き 返した。 青ん じ 

た 襟足で しなやかに 一 つうなず いて 見せながら、 椅子 

の 中から 乗り出した。 

「お尋ねさして 下さい ましね。 どうして ソン ナ事 をお 

思い立ちに なつたん です の？ 貴方お 一 人 9 …… お 仲 

間はヮ 」 

青年 はギ クンと したら しいが、 やがて また、 冷やか 



に 笑って みせた。 やっと 度胸が きまった らしく、 ソッ 

と 溜息 をした。 

「むろん 僕 一人じゃありません。 十二 人ば かりの 同志 

があります」 

「まあ 十二 人 …… 大変です わね え。 そんなに 大勢で ェ 

チォ ピアまで お出でが 出来ます かしら。 第一 危険な 

爆薬なん かお 持ちに なって、 内地 を 脱け 出す ような こ 

とがお 出来に なりまして 9 万一 のこと があります 

と、 わたくしの 方で も 困ります がね え。 何処から 出た 

爆薬 だ つ てこと は 直ぐに 番号で わか るん ですからね 

え」 



ルコ人 や、 アラビア 人 …… 思い切った 奴 は 黒ん坊に 化 

けて、 かの 方面の 有利な 天産と、 その 天産物に 涎 を 流 

して 働き かけて いる 白人 連中の 勢力 を 探って いたんで 

しんきょう チべ ッ卜 

す。 今に 日本の 勢力が 新疆 から 四川、 雲 南、 西 蔵 方面 

の英、 仏、 ロシアの 勢力 を 駆逐して 中央アジアから ァ 

フ リカへ 手 を 伸ばす 時の 準備 を 今から 遣って いるんで 

す 力 」 

「まあ。 お勇まし い。 ゾ クゾク します わ。 そんなお 話 

…：- J 

「そこへ 今度の エチオピアの 戦争なん です。 今度の ィ 

タリ ー と エチオピアの 戦争って もの は、 元来 イギリス 



ポ —， ^サイド を 見物す るふり をして 港内の 様子 を 探り 

ます。 一 方に 手 を 分けた 五、 六 人の 者が 途中で 浮標 を 

付けて 海に 投げ込んで 置いた 自分 自分の 荷物 を 拾い 集 

めて 来て、 それぞれに 材料 を 出し合って 一 つの 触発 水 

雷 を 作ります。 …… がし かし …… 仕事の むずかし いの 

はこ こまでで、 アト は 何でもありません」 

「そんな ものです かねえ」 

「その 水雷の 外側 を ランチの バ スケッ トか何 かに 見え 

るよう に 籠で 包んで、 籤 取りで きめた 五、 六 人が ボ— 

トに 乗って、 舟遊びみ たいな 恰好で ズット 沖に 出て し 

まいます。 そうして 日が 暮れてから s 曰ぎ 戻る ふり をし 



が 切れち まわない うちに 相手 をな くしち やって、 ィャ 

でも こんな 淋しい 後家 を 守 つ て いなく ちゃなら なく 

なった 女な のよ」 

「恋愛な んて … … 恋愛な んて … … ハ ハハ。 恋愛なん て 

何でもな いじ やないで すか。 ほんの 一時の 欲望 じ やな 

いです か。 永遠の 愛 なんても の は 男と 女と が 都合に 

よ つ て …… お 互いに 許し 合い ましょうね …… とい つた 

口約束み たいな もんじ やないで すか。 お金の かからな 

つと-つ 

い 遊蕩 じ やないで すか」 

「まあ。 ヒドィ こと をい うのね」 

「当り前で すよ。 この 世の中 は ソン ナ 様な 神秘め かし 



しょう」 

「ハハ ハハ。 こいつ は 痛快 だ。 さすが は 昔の 銀幕 ス 

タ ー、 眉 香 子さん だけ ある。 そういって 来る と 虚無 主 

義者ゃ 共産主義者 は みんな インポ テントになる じ やな 

いです か」 

「そうよ。 この 世に 興味 を 喪失して しまった 人間の 粕 

みたい な 人間が、 みんな 主義者になる のよ」 

「そんな こと はない …… 」 

「ある わ。 論より 証拠、 貴方に 死ぬ の をィャ になら せ 

て 見せましょう か」 

「*K;*K ；。 ど、 っぞ 」 



「き つ と よ ござんす か」 

「しかし …… しかし それ は 一時の ことで しょうよ。 明 

日に なつ たら 僕 はまた キット 死にた くな るんで すよ。 

今までに 何度も 何度も 体験して いるんで すから ね。 ハ 

ヽヽ、 I 

ノ ノノ」 

「ホホ ホホ。 それ は 相手に ょリ けり だ わ。 妾が お 眼に 

かける 夢 は、 そんな 浅 墓な もんじ やない わ。 アトで 怨 

んだ つ て 追つ かない 事よ」 

「ヮ ァ。 大変な 自信です ね。 しかし イクラ 何でも 僕に 

限って 駄目です よ。 世界中の ありと あらゆる 夢よりも、 

僕の 心に 巣 喰って いる 虚無の 方が ズット 深くて 強いん 



の 紐 を 引く と、 部屋の 三方の 眼界 を 遮つ ていた ゴ ブラ 

ン 織の 窓 掛がス ルス ルと 開いた。 二人の 腰かけて いる 

長椅子の 真正面の 左手の 窓 硝子 越しに 遙 かに 見える 新 

張 炭坑の 選炭 場の 弧光 灯が タッタ 一 つと、 その 下で メ 

ラ メラと 燃え 燻 つてい る 紅 黒い ガラ 焼の 焰が、 ロシ 

ャ絨氈 のように 重なり合って 見える。 アト は 一 面に 星 

一 つない 寂莫 たる 暗黒の 山々 らしい。 

きぬず 

部屋の 中が シ インと なって しまった。 時々 軽い 衣 擦 

れ の 音が 聞- J える ほ か は 何の 物音 もな い 。 窓の 外の 暗 

黒と 一 続きの まま シン シンと 夜半に 近づいて 行った。 

… … 突然 … … 部屋の 隅の 思いがけない 方向で … … コ 



ロロ ン、 n 口 ロン、 コロ リン …… 卜 ロロ ロン ンン …… 

という 優雅な ォ ルゴ— ル のよう な 音が した。 それ は 十 

時半 を 報ずる 黄金 製の 置 時計の 音で あ つ た。 

すると、 ちょうど それ を 合図の ように、 部屋の 中へ 

眼 も 眩む ほど 明るい 光線が パッ とさし 込んで 来たよう 

い き 

に 思われた ので、 今まで あるかな いかに 呼吸 を 凝らし 

ていた 一 一人 は、 思わず 小さな 叫び声 を あげて パ ッ と 左 

右に 飛び退いた。 二人とも 申し合わせ たように 頭の 上 

のシャ ン デリア を 仰い だが、 シ ャ ン デリア は 依然と し 

て 消えた ままで、 ただ 数 限り もない 硝子の 切 子 玉が、 

遠い 遠い 窓の 外 を キラ キラと 反射して いる キリで あつ 



た。 

き つ 

二人 はまた も ヒッシ と 抱きあった まま、 屹 となって 

窓の 外 を 見た。 

見よ"" 

窓の 外の ポプラ 並木の 間から、 遙か 向う の 暗黒の 中 

に 重なり合 つていた 選炭 場、 積 込 場、 廃物の 大 クレ— 

ま き ど 

ン、 機械 場、 ポンプ 場、 捲 上場、 トロ 置 場、 ボタ 捨場、 

燃 滓 捨場に 至る まで、 新 張 炭坑 構内に 何千 何百と なく 

並んで いた 電灯と 弧光 灯が、 一時に イルミ ネ— シ ヨン 

のように 輝き 出して、 広い 涯て しもない 構内 を、 羽虫 

の 羽 影まで も 見逃がさぬ ように、 隅から隅まで 煌々 と 
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おのの 

膝頭 をヮナ ヮナと 戦かせながら、 夢遊病者 のように 

とし 

拌の 



ここ 

の… 



ち 上ろうと もしな か つ た。 

「まあ、 変な 人ね え、 アン タは …… 何 を ソン ナに 怖が 

るの …… 何処へ 行く の イツ タイ …… おか ァ しな 人ね え 

• ••••• 、一 — 、 、 J ノ、 、 > 、 > . j J -、 II 1 7 二—、 、一，'、 ••••••」 

しかし 部屋 を 出て 行った 青年が、 応接間の 重たい 扉 

を、 向 側から バタンと 大きな 音を立てて 閉める と、 眉 

香 子の 笑い顔が、 急に スィッチ を 切り換え たように 冷 

笑に 変化した。 

「ォホ ホホホ ホホ、 ハハ ハハハ ハハ。 お 馬鹿さん ねえ、 

アン タは …… 出て 行った つて モウ 駄目よ。 今夜のう ち 

にお 陀 仏よ。 ホ ホホ。 でも …… お蔭で 今夜 は 面白 かつ 



た わ …… 」 

しかし 新 張 家の 内玄関 を 一 歩 出る と、 青年の 態度が 

急に、 別人の ように 緊張した。 

歉 めしい 鉄 門の 鉄柵 越しに 門前の 様子 を 見定める と、 

電光の 様に 小 潜り を 出た。 ぎ のように 一 直線に 門前 

やみ 

の 茅 原の 暗に 消え 込んだ。 それから 新 張 家の 外郭 を 包 

む 煉瓦塀に へ バリつ いて グ ルリと 半 まわりす ると、 裏 

すべ 

手の 小山の コン モリした 杉 木立の 中に、 U り 込んだ。 

青年 はこの 辺の 案内 をよ ほど 詳しく 調べて いたらし 

い。 それから 二十 分 ほどして から 選炭 場 裏の 六十 度 を 



描く 赤土の 絶壁の 上に 来る と、 その 絶壁の 褶の 間の 暗 

がり を、 猿の ように 身軽に、 U リ 降りた。 それから 炭坑 

の トロ 道が 作る 黒い 投影の 中 を 一 散に 走って、 直 方 駅 

構内の 貨物車の 間 を 影の ように スリ 抜けて、 ほど 近い 

日吉 町の 日吉 旅館の 裏手に 来た 青年 は、 素早く 前後 を 

見 まわして、 警戒の ない の を 見定めてから 蔦蔓の 一 

パイに 茂り 絡んだ 煉瓦塀 を ヒラリ と 飛越え た。 やはり 

案内 を 知っている らしい 裏庭 伝いに、 湯殿の 出入口 か 

らコッ ソリと 忍び込む と、 直ぐに 上衣 を 脱いで、 まだ 

落して ない 垢 臭い 湯の 中に 頭と 顔 を 突っ込んで ジャブ 

ジャブと 洗い上げ、 水槽の 水面に 口 を 近づけて さも 美 



味そう にして ゴク ゴクと 飲み 終る と、 鏡台の 前の ポ 

< し 

マ ー ドを 手探りに コテコ テ頭を 塗りつ けて 在り 合う 櫛 

で 念入りに 二 つに 分けた。 それから 大急ぎで 洋服 を 脱 

いで、 衣桁に 引っかけ てあつた 浴衣に 手早く 袖 を 通し、 

泥 だらけの 洋服と ワイシャツと ズボン を 丸めて、 番号 

札の つ いた 脱衣 戸棚と 天井裏との 間に 出来て いる 暗が 

りに 突 込んだ。 それから 湯殿の タイルの 上に 落ちて い 

た 赤い 古 タオル を 拾い上げて シッ カリと 絞リ 切った の 

を 片手に 提げて、 普通のお 客の ように 落ちつき はらい 

ながら 廊下に 出る と、 ちょうど 向う から 来 かかった 新 

米ら しい 若い 女中に 二 ッコリ して 見せた。 



「君 …… 僕の 部屋 はドコ だった けね」 

女 は 両腕に 抱えた 十 余 枚の 洗い立ての 浴衣の 向う か 

ら 愛想よ く 一 礼した。 

「ホ ホ。 何番さん でい らっしゃ います か」 

「それが 何番だった か …… あんまり 家が 広い もんだ か 

ら 降りて 来た 階段 を 忘れち やつたん だ。 八 時 五十 四 分 

の 汽車で 着いた 四 人 連れの 部屋 だが ね」 

「ホ ホ。 あの 東京の お客様で しょ。 ツイ 今 さっき …… 

十 時 頃 お出でになった。 お 一人 はへ ルメット を 召した 

…：- J 

r ゥン。 それ だ それ だ …… 」 



るの は 本望よ。 妾 は サン ザしたい 放題の こと をして 来 

た 虚無主義の ブル ジョァ …… 惜しい 浮世 じ や 御座ん せ 

ん からね。 チャントお 待ちして おります わ、 ホ ホホホ 

ホ では 左様なら ホホホ ホホホ - 

誇ら かに 笑いながら 彼女 は、 見返り もせずに 静々 と 

廊下に 出て 行った。 向う の 隅に 固まって 煙草 を 吸って 

えんぜん 

いる 刑事 連に 嫣 然と 一 礼した。 

「ありがとう 御座いました。 お 手数 かけました。 ァノ 

…… どうぞお 連れな すつ て …… ホ ホホホ ホホ」 
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